
将来の夢

将来の夢

心理学
国語表現法
コミュニケーション論Ⅰ
音楽概論
体育講義
体育実技
コンピューター基礎

科　目科目群の身につける知識・能力
前　期 後　期

1 年 次

社会福祉
保育原理
教育原理
子ども家庭支援論
社会的養護Ⅰ

教育実習Ⅰ

子どもの保健

保育内容総論Ⅰ
言語表現
言葉指導法
表現指導法
音楽表現
ピアノ表現Ⅰ
造形表現Ⅰ

乳児保育Ⅰ

子どもと健康（集中）

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎

◎
◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎

◎

◎

幼 保

子どもと人権
自然科学概論
コミュニケーション論Ⅱ

科　目

子ども家庭福祉

保育実習Ⅰ（保育所）
保育実習指導Ⅰ（保育所）

保育・教職実践演習（幼稚園）

保育の心理学Ⅰ（保育の心理学）

人間関係指導法
社会的養護Ⅱ
表現活動指導法

健康指導法
乳児保育Ⅱ
子どもの健康と安全
レクリエーション実習Ⅰ
子どもと環境

◎

◎

◎

◎

◎
◎
○

◎
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□幼 幼稚園免許状取得に関連する科目　□保 保育士資格取得に関連する科目
◎必修科目　○選択必修科目

日本国憲法◎

◎

◎ ◎

◎
◎

◎ ◎

幼 保

英語会話
中国語会話

科　目
前　期 後　期

2 年 次

保育実習Ⅰ（施設）
保育実習指導Ⅰ（施設）
保育実習Ⅲ
保育実習指導Ⅲ
保育実習Ⅱ
保育実習指導Ⅱ
教育実習Ⅱ

保育の心理学Ⅱ（子どもの理解と援助）
子どもの保健実習
子どもの食と栄養Ⅰ
幼児理解と教育相談

保育内容総論Ⅱ
カリキュラム論
幼児教育教材研究

ピアノ表現Ⅱ

身体表現Ⅰ
乳児保育Ⅲ
障害児保育Ⅰ
子どもと表現

◎
◎
◎

◎

◎

○
◎

○

◎
○
◎

○
○
○
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特別支援教育概論◎ ○

◎

◎

◎
○
◎
○

◎

◎
◎
○
○
○
○

幼 保 科　目

保育者論
保育相談の実際
教育と社会

子ども家庭支援の心理学

子どもの食と栄養Ⅱ

環境指導法

造形表現Ⅱ
身体表現Ⅱ

障害児保育Ⅱ
子育て支援
子どもと人間関係　
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○
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幼 保

｜
前
期
｜

 M O N

言語表現

子ども家庭支援論

国語表現法

教育原理

音楽表現
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�

�

�

T U E

教育実習 Ⅰ

体育実技

コミュニケーション論 Ⅰ

保育原理

心理学

W E D

子どもの保健

ピアノ表現 Ⅰ

造形表現 Ⅰ

表現指導法

体育講義

T H U

社会的養護 Ⅰ

乳児保育 Ⅰ

F R I

選択科目★

社会福祉

コンピューター基礎

言葉指導法

保育内容総論 Ⅰ

　

｜
後
期
｜

 M O N

子どもと環境

　子ども家庭福祉　

保育の心理学 Ⅰ
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�

�

�

T U E

レク実習 Ⅰ

コミュニケーション論 Ⅱ

保育実習指導 Ⅰ

表現活動指導法

W E D

ピアノ表現 Ⅰ

自然科学概論

人間関係指導法

造形表現 Ⅰ

T H U

コンピューター基礎

保育・教職実践演習

乳児保育 Ⅱ

F R I

子どもの健康と安全

社会的養護 Ⅱ

音楽表現

健康指導法

保育者として必要な実践力（知識・技能、判断力、
表現力、多様性を受け入れる力、協働する力など）を磨く

保育現場などの実習を通じて
更に学びを深めると同時に
保育現場等の実際を理解する

子どもと共に学びつづける保育者として、
保育に必要な内容・方法に関する知識、
技能を身につける

子どもの健康・成長・発達を支援するために
必要な、心理、健康、家庭のあり方のための
知識を身につける

福祉や保育の本質や目的といった
保育の基礎的知識を身につける

社会人として、そして保育者として
多様な人々と協働して保育に取り組むための
教養を身につける

動画で分かる
幼児教育科！
Check!!

※����年度実績

※����年度学修カリキュラム実績

★…「音楽概論」または「子どもと人権」のどちらかを選択

●教　授：斎藤竜夫（作曲・編曲・合唱指揮・伴奏法・幼児音楽）／小川崇（教育学・社会教育・生涯教育学）
村木薫（美術・造形あそび・プロジェクト型アート・彫刻）

●准教授：永井裕紀子（子ども理解と保育者の援助・保育者養成）／福原英起（憲法・教育法・子ども家庭福祉・少年司法）
稲場健（臨床心理・社会福祉）
新保憲子（子ども理解と保育者の援助・保育者養成）

●講　師：若井由梨（身体表現・舞踊教育学・ダンス）

授業科目（幼児教育科）

教 員 紹 介

長期履修制度とは

吉沢 桃果さん  （幼児教育科2年  新潟第一高校出身）

先生と学生の距離が近く、親身になって向き合ってく
れます。授業では現場経験に基づいた話を聞けるの
で、保育の仕事をより身近に感じることができます。
日々 の学習の中で“自分も理想の保育者になりたい”と
いう気持ちが強くなり、もっと学びたいという意欲が自
然と湧いてきます。

竹田 彩姫さん  （幼児教育科2年  関根学園高校出身）

分からないことはすぐに友達や先生方に相談できる環
境です。実際に子どもの遊びを楽しんだり、友達と自由
に制作したりする授業はとても楽しいです。ピアノは初
心者で弾けるかどうか心配でしたが、一人一人に丁寧
に教えてくださり、今では弾ける曲が増えてピアノが好
きになりました。

長期履修制度は、学校に通う期間を延長することができる制度です。
本学でこの制度を利用すると、修業年限�年に�年を加えた、合計�年間
在学することができます。�年目の学費はかかりません。「自分のペース
でじっくり学びたい」という人も、安心して学ぶことができます。

長期履修制度を利用した場合　２年次前期の時間割（例）
 M O N

保育実習指導 Ⅱ

英語会話

幼児理解と教育相談

障害児保育 Ⅰ

�
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�

T U E

保育内容総論 Ⅱ

保育実習指導 Ⅰ

W E D

障害児保育 Ⅰ

カリキュラム論

T H U

保育・教職実践演習

F R I

表現活動指導法

身体表現 Ⅰ

子どもと環境

学修カリキュラム
小規模校の特徴を活かしたきめ細かい少人数制指導のもと、"大学"という場だからこそできる強固
な「知識」と「実践」の基盤づくりに力を入れています。専門性の土台を築く教養科目と、現場に強い人
材育成に照準をあてた専門教育科目で、バランスのとれた学修カリキュラムを実現しています。
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